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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第28期

中間連結会計期間
第29期

中間連結会計期間
第28期

会計期間
自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

自　2024年１月１日
至　2024年12月31日

売上高 (百万円) 14,087 17,899 29,675

経常利益 (百万円) 2,450 5,006 5,335

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
中 間 ( 当 期 ) 純 利 益

(百万円) 1,685 3,462 3,555

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 1,908 3,948 3,973

純資産額 (百万円) 12,498 14,355 11,633

総資産額 (百万円) 20,773 25,397 21,087

１ 株当たり中間 ( 当期 ) 純
利益

(円) 35.40 74.91 74.99

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 60.1 56.3 55.2

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) 2,325 5,386 5,601

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) △2,691 △2,264 △3,089

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) △658 △1,383 △3,599

現金及び現金同等物の中間期
末（期末）残高

(百万円) 5,663 7,164 5,589
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

なお、当中間連結会計期間において、株式会社エヒメスポーツエンターテイメントの株式を取得し子会社化したた

め、連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当中間連結会計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要並びに経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関す

る認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間末現在において判断したものであります。また、当社グ

ループ（当社及び連結子会社）の報告セグメントは「ソフトウェアの開発、販売」のみであり、その他の事業セグメ

ントは開示の重要性が乏しいため、セグメントごとの記載を省略しております。

 
(1) 経営成績

 
前中間連結会計期間
 (自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
 (自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

対前年同期比
（増減額）

対前年同期比
（増減率）

連結売上高 14,087百万円 17,899百万円 3,812百万円 27.1％

営業利益 2,247百万円 5,163百万円 2,915百万円 129.7％

経常利益 2,450百万円 5,006百万円 2,556百万円 104.3％

親会社株主に帰属
する中間純利益

1,685百万円 3,462百万円 1,776百万円 105.4％
 

 
2011年11月に提供を開始したクラウドサービスは、ご利用いただいている契約社数が68,000社、契約ユーザーラ

イセンス数が350万人を突破し堅調に推移しております。

このような状況下において、当中間連結会計期間の連結業績につきましては、クラウド上で提供するサービスの

売上が引き続き積み上がり、価格体系改定等による影響もあり、連結売上高は17,899百万円（前年同期比27.1％

増）となりました。このうち、クラウド関連事業の売上高は16,489百万円（前年同期比30.8％増）となっておりま

す。利益項目につきましては、従業員数増加や中期ターゲットである2028年12月期の連結売上高509億円の達成に向

けた特別賞与の設定等により人件費が増加、積極的な広告宣伝投資を継続していることにより広告宣伝費が増加、

グローバルを見据えた新規事業の創出を目的として長期的な研究開発活動を活性化していることにより研究開発費

が増加した影響等から、営業利益は5,163百万円（前年同期比129.7％増）となり、為替予約に係る為替差損を計上

した影響等から、経常利益は5,006百万円（前年同期比104.3％増）となりました。また、法人税等計上後の親会社

株主に帰属する中間純利益については3,462百万円（前年同期比105.4％増）となりました。
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(2) 財政状態

 
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

対前年比
（増減額）

資産合計 21,087百万円 25,397百万円 4,309百万円

負債合計 9,454百万円 11,041百万円 1,587百万円

純資産合計 11,633百万円 14,355百万円 2,722百万円
 

 

資産合計につきましては、現金及び預金や売掛金が増加、クラウドサービス用のサーバー増設等により工具、器

具及び備品が増加、上場株式の株価上昇により投資有価証券が増加した影響等から、前連結会計年度末に比べ4,309

百万円増加し、25,397百万円となりました。

負債合計につきましては、未払法人税等や契約負債が増加した影響等から、前連結会計年度末に比べ1,587百万円

増加し、11,041百万円となりました。

純資産合計につきましては、剰余金配当1,386百万円を実施した一方、親会社株主に帰属する中間純利益3,462百

万円の計上により利益剰余金が増加した影響等から、前連結会計年度末に比べ2,722百万円増加し、14,355百万円と

なり、自己資本比率は56.3％となりました。

 
(3) キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前中間連結会計期間末より1,501

百万円増加し、7,164百万円となりました。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
 (自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

対前年同期比
（増減額）

営業活動による
キャッシュ・フロー

2,325百万円 5,386百万円 3,061百万円

投資活動による
キャッシュ・フロー

△2,691百万円 △2,264百万円 427百万円

財務活動による
キャッシュ・フロー

△658百万円 △1,383百万円 △724百万円
 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動による資金収支は、5,386百万円の収入となりました。これは法人税等の支

払いがあった一方、税金等調整前中間純利益5,005百万円や減価償却費の計上等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動による資金収支は、2,264百万円の支出となりました。これはクラウドサー

ビス投資の一環としてサーバー等を取得したことに伴う固定資産取得による支出があったこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動による資金収支は、1,383百万円の支出となりました。これは配当金支払い

による支出があったことによるものです。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間における研究開発費の総額は704百万円です。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 193,428,000

計 193,428,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間
末現在発行数(株)
(2025年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 52,757,800 52,757,800
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数
100株

計 52,757,800 52,757,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2025年１月１日～
2025年６月30日

― 52,757,800 ― 613 ― 976
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(5) 【大株主の状況】

2025年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

畑　慎也 東京都文京区 8,159,600 17.64

Ｃｂｚサポーターズ株式会社
東京都中央区日本橋２丁目７－１　東京日本
橋タワー27階

8,104,600 17.52

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号　赤坂イン
ターシティＡＩＲ

3,701,500 8.00

サイボウズ従業員持株会
東京都中央区日本橋２丁目７－１　東京日本
橋タワー27階

2,388,807 5.16

山田　理 東京都文京区 1,913,100 4.13

株式会社リコー 東京都大田区中馬込１丁目３番６号 1,740,100 3.76

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－12  1,164,100 2.51

中野　博久 京都府京都市左京区  1,030,000 2.22

西端　慶久(青野　慶久) 東京都文京区  869,662 1.88

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505001
（常任代理人 株式会社みずほ銀
行決済営業部）

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1, BOSTON,
MASSACHUSETTS
（東京都港区港南２丁目15－１ 品川インター
シティＡ棟）

767,371 1.65

計 ― 29,838,840 64.52

 

(注) １．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）及び株式会社日本カストディ銀行（信託口）は、全て

信託業務に係る株式であります。

２．Cbzサポーターズ株式会社は、当社代表取締役社長である西端慶久（青野慶久）氏がその株式を保有する

資産管理会社であります。

３．畑慎也氏の持株数には、2022年12月15日付けで締結した管理信託契約に伴い株式会社ＳＭＢＣ信託銀行が

保有している株式数（2025年６月30日現在3,000,000株）を含めて表記しております。

４．上記のほか、自己株式が6,512,672株あります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 6,512,600
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 46,206,900
 

462,069 ―

単元未満株式 普通株式 38,300
 

― ―

発行済株式総数 52,757,800 ― ―

総株主の議決権 ― 462,069 ―
 

(注)　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式72株を含んでおります。

 

② 【自己株式等】

  2025年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サイボウズ株式会社
東京都中央区日本橋
２丁目７番１号

6,512,600 ― 6,512,600 12.34

計 ― 6,512,600 ― 6,512,600 12.34
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

当社の中間連結財務諸表は、第一種中間連結財務諸表であります。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月30

日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,589 7,164

  売掛金 4,212 4,656

  未収入金 1,027 1,025

  商品及び製品 - 2

  仕掛品 2 6

  原材料及び貯蔵品 31 36

  その他 1,075 1,243

  貸倒引当金 △5 △3

  流動資産合計 11,933 14,130

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 1,335 1,333

    減価償却累計額 △717 △766

    建物（純額） 617 567

   工具、器具及び備品 10,680 12,866

    減価償却累計額 △6,858 △7,961

    工具、器具及び備品（純額） 3,822 4,904

   建設仮勘定 - 5

   その他 4 5

    減価償却累計額 △0 △2

    その他（純額） 3 3

   有形固定資産合計 4,442 5,480

  無形固定資産   

   ソフトウエア 409 501

   ソフトウエア仮勘定 - 5

   のれん - 111

   その他 29 28

   無形固定資産合計 438 647

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,261 3,101

   敷金及び保証金 785 760

   繰延税金資産 1,104 1,148

   その他 121 128

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 4,273 5,138

  固定資産合計 9,154 11,266

 資産合計 21,087 25,397
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 0 0

  1年内返済予定の長期借入金 - 10

  未払金 798 759

  未払費用 1,663 1,610

  未払法人税等 1,365 1,946

  契約負債 4,867 5,705

  賞与引当金 - 139

  ポイント引当金 38 79

  その他 552 563

  流動負債合計 9,287 10,816

 固定負債   

  長期借入金 - 29

  資産除去債務 161 161

  その他 5 33

  固定負債合計 166 225

 負債合計 9,454 11,041

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 613 613

  資本剰余金 5,022 5,105

  利益剰余金 8,709 10,785

  自己株式 △4,275 △4,251

  株主資本合計 10,069 12,253

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,265 1,822

  為替換算調整勘定 294 223

  その他の包括利益累計額合計 1,560 2,045

 非支配株主持分 3 57

 純資産合計 11,633 14,355

負債純資産合計 21,087 25,397
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 14,087 17,899

売上原価 1,329 1,639

売上総利益 12,757 16,259

販売費及び一般管理費   

 人件費 4,697 4,940

 業務委託費 445 449

 広告宣伝費 2,417 2,565

 退職給付費用 18 19

 研究開発費 582 704

 その他 2,347 2,416

 販売費及び一般管理費合計 10,510 11,096

営業利益 2,247 5,163

営業外収益   

 受取利息 3 8

 受取配当金 9 12

 為替差益 188 -

 会費収入 22 24

 その他 19 15

 営業外収益合計 242 60

営業外費用   

 支払利息 - 0

 売上債権売却損 22 28

 投資事業組合運用損 16 15

 為替差損 - 173

 その他 0 -

 営業外費用合計 39 216

経常利益 2,450 5,006

特別利益   

 固定資産売却益 0 -

 特別利益合計 0 -

特別損失   

 減損損失 1 1

 固定資産除売却損 0 0

 特別損失合計 2 1

税金等調整前中間純利益 2,448 5,005

法人税、住民税及び事業税 920 1,832

法人税等調整額 △157 △289

法人税等合計 763 1,542

中間純利益 1,685 3,462

非支配株主に帰属する中間純利益 0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 1,685 3,462
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

中間純利益 1,685 3,462

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 167 556

 為替換算調整勘定 54 △71

 その他の包括利益合計 222 485

中間包括利益 1,908 3,948

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,907 3,946

 非支配株主に係る中間包括利益 0 1
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 2,448 5,005

 減価償却費 982 1,191

 ソフトウエア償却費 47 57

 固定資産除売却損益（△は益） 0 0

 減損損失 1 1

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

 受取利息及び受取配当金 △12 △20

 支払利息 - 0

 売上債権の増減額（△は増加） △323 △445

 未収入金の増減額（△は増加） 17 9

 棚卸資産の増減額（△は増加） 4 △8

 仕入債務の増減額（△は減少） △0 0

 未払金の増減額（△は減少） 3 △69

 未払費用の増減額（△は減少） 17 113

 契約負債の増減額(△は減少) 832 746

 ポイント引当金の増減額（△は減少） 26 40

 その他 △709 178

 小計 3,335 6,798

 利息及び配当金の受取額 12 20

 利息の支払額 - △0

 法人税等の支払額 △1,022 △1,291

 法人税等の還付額 0 5

 事業構造改善費用の支払額 - △147

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,325 5,386

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △2,533 △2,209

 無形固定資産の取得による支出 △116 △157

 投資有価証券の取得による支出 △90 △53

 敷金及び保証金の差入による支出 △29 △0

 敷金及び保証金の回収による収入 82 4

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

- 151

 その他 △4 0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,691 △2,264

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △0 -

 配当金の支払額 △661 △1,383

 その他 3 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △658 △1,383

現金及び現金同等物に係る換算差額 196 △163

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △828 1,575

現金及び現金同等物の期首残高 6,492 5,589

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  5,663 ※1  7,164
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当中間連結会計期間

(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間において、株式会社エヒメスポーツエンターテイメントの株式を取得し子会社化したた

め、連結の範囲に含めております。

 
(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。
 

 

(会計方針の変更)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）、「包括利益の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 2022年10月28日）及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）を当中間連結会計期間の期首から適用しております。なお、中

間連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

現金及び預金 5,663百万円 7,164百万円

現金及び現金同等物 5,663百万円 7,164百万円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月30日
定時株主総会

普通株式 666 14.00 2023年12月31日 2024年３月30日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当中間連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年３月30日
定時株主総会

普通株式 1,386 30.00 2024年12月31日 2025年３月31日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当中間連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自2024年１月１日　至2024年６月30日)

当中間連結会計期間(自2025年１月１日　至2025年６月30日)

当社グループの報告セグメントは「ソフトウェアの開発・販売」のみであり、その他の事業セグメントは開示の

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

取得による企業結合

（１）企業結合の概要

当社は、2025年６月25日開催の取締役会において、株式会社エヒメスポーツエンターテイメントとの資本業務

提携契約の締結、及び同社の第三者割当増資引受により株式を取得し、子会社化することについて決議いたしま

した。当該決議に基づき、同日付で契約を締結、2025年６月26日に出資を実行いたしました。

①　被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　株式会社エヒメスポーツエンターテイメント

事業の内容　プロバスケットボールクラブ「愛媛オレンジバイキングス」の運営

②　企業結合を行った主な理由

当社は「チームワークあふれる社会を創る」ことをパーパスとし、テクノロジーを用いて、チームワークに

課題を抱える組織（主に民間企業、公共組織等）を支援してきました。これをさらに進化させるためには、IT

ツールだけでなく、社会的なしくみ、文化形成等が必要と感じております。そこで、これまでの組織支援で

培った技術・ノウハウを「まち（地域）」に提供する方法を探求するため、「チームワークあふれるまちづく

り室」を設立します。地域がITを活用して１つのチームとなり、情報共有や対話が促進され、主体的に社会課

題が解決される、そんな「チームワークあふれるまち」の実現を目指し、創業の地である愛媛から挑戦をはじ

めます。

プロスポーツチームは、その存在によって、コミュニティが形成され、地域が活性化し、そのまちの誇りと

なり、一体感がつくられる等、地域そのものをワンチームにできる力があると考えています。これは当社が目

指す方向性とも親和性が高く、長期的に支援することを目的に資本業務提携契約を締結し、筆頭株主となるこ

とに合意いたしました。従って、当該株式は売買を目的として取得するものではなく、長期保有を前提として

います。

③　企業結合日

2025年６月26日（株式取得日）

2025年６月30日（みなし取得日）

④　企業結合の法的形式

現金を対価とする第三者割当増資引受による株式取得

⑤　結合後企業の名称

変更はありません。

⑥　取得した議決権比率

50.15％

⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

 
（２）中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日を2025年６月30日としているため、当中間連結会計期間は貸借対照表のみを連結しております。

 
（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

 取得の対価　現金　165百万円

 取得原価　　　　　165百万円
 

 

（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　26百万円
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（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①　発生したのれんの金額

111百万円

②　発生原因

今後の事業展開によって期待される超過収益力から発生したものであります。

③　償却方法及び償却期間

10年にわたる均等償却

 
（６）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

 流動資産　329百万円

 固定資産　 10百万円

 資産合計　340百万円

 流動負債　177百万円

 固定負債　 57百万円

 負債合計　234百万円
 

 
（７）企業結合が中間連結会計期間の開始の日に完了したと仮定した場合の当中間連結会計期間の中間連結損益

計算書に及ぼす影響の概算額及びその算定方法

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

収益認識の時期別に分解した顧客との契約から生じる収益は以下のとおりであります。

なお、当社グループ（当社及び連結子会社）の報告セグメントは「ソフトウェアの開発、販売」のみであり、

その他の事業セグメントは開示の重要性が乏しいため、セグメントごとの記載を省略しております。
 

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
至　2025年６月30日)

一時点で移転される財又はサービス 371 377

一定期間にわたり移転される財又はサービス 13,715 17,522

顧客との契約から生じる収益 14,087 17,899

外部顧客への売上高 14,087  17,899
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
至　2025年６月30日)

１株当たり中間純利益 35円40銭 74円91銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 1,685 3,462

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(百万円)

1,685 3,462

普通株式の期中平均株式数(株) 47,618,319 46,221,502
 

　 (注)潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

 

2025年８月８日

サイボウズ株式会社

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 成　　島　　　　　徹  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 寺　　田　　　　　裕  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイボウズ株式

会社の2025年１月１日から2025年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月30

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、サイボウズ株式会社及び連結子会社の2025年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書にお

いて中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記

事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
　

 

(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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